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先月の振り返り: 1月のドル円相場は、118円半ば～112円前半で推移。トランプ氏の発言による

期待感で動いていたドル高相場も米大統領就任式に向けてポジション調整の意味合いが強くなっ

ていった。米雇用統計の結果が良く一時ドル高の流れになりかけたが、トランプ氏の発言でドル

売りが強まったことやイギリスのメイ首相がハードブレグジット懸念を示したことでリスクオフ

ムードが台頭したことも大きかった。トランプ氏は大統領に就任するとこれまでの発言をさっそ

く実行に移してきたが、米国の保護主義懸念という面に焦点が当たり、さらに為替市場において

日本が名指しで非難されたこともあり、円高ドル安の流れが作られていった。ただNYダウ2万ド

ル越えや規制緩和といった材料でドル高になるなど、一進一退の動きとなった。
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今後の展開: 昨年末まで続いていたドル高相場は一転してドル安相場の流れと
なった。先月にも少し触れたが、トランプ大統領による政策の影の部分が表に出
てきたきたこともあるが、円安を良しとしない発言もあり一気にドル高調整ムー
ドに変わってしまった。トランプ氏は大統領に就任したら多少おとなしくなるの
ではと思われた。その言動はさらに過激になってきているようだが、FRBが利上げ
を検討していることから中長期的にはドル高基調ともいえる。しかし、トランプ
大統領の言動やブレグジットリスクなど一筋縄ではいかない問題が控えている。
ただ間違えてはいけないのはトランプ大統領の政策は米国景気を良くするのが目
的であるため、言動等に惑わされることなく本質を見ていくことが大事だろう。
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